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当
日
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人

は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

本
部
＝
団
本
部
、中
部
＝
中
部
分

団
、東
部
＝
東
部
分
団
、西
部
＝
西

部
分
団
、南
部
＝
南
部
分
団
、北
部

＝
北
部
分
団
、大
佐
＝
大
佐
分
団
、

神
郷
＝
神
郷
分
団
、哲
多
＝
哲
多

分
団
、哲
西
＝
哲
西
分
団
の
略
で

す
。）

�

�
�
�
�
�
�
�

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

▽
吉
原
忠
雄（
副
団
長
）

▽
日
名
口　

栄（
消
防
本
部
消
防

司
令
）

�

�
�
�
�
�
�
�
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【
功
労
章
】

▽
森
本
勝
次（
本
部
分
団
長
）

▽
山
本
稔
彦（
中
部
分
団
長
）

▽
眞
壁
公
正（
西
部
副
分
団
長
）

▽
山
田
誠
一（
消
防
本
部
消
防
司

令
）

【
表
彰
章
】

▽
中
村　

勲（
中
部
副
部
長
）▽
森

谷
光
行（
南
部
班
長
）▽
野
中
虎
男

（
東
部
副
分
団
長
）▽
森
本
繁
信

（
東
部
部
長
）▽
森
脇
伸
夫（
北
部

班
長
）▽
三
羽
盛
喜（
西
部
副
分
団

長
）▽
西
村
英
志（
西
部
部
長
）▽

山
�
一
成（
大
佐
副
分
団
長
）▽
佐

藤
武
男（
同
）▽
石
倉
忠
志（
神
郷

副
分
団
長
）▽
岡
田　

功（
神
郷
部

長
）▽
林　

裕
司（
哲
多
部
長
）▽

清
水
一
秀（
同
）▽
佐
伯　

浩（
哲

西
部
長
）▽
大
月　

稔（
消
防
本
部

消
防
司
令
）

【
精
勤
章
】

▽
山
澤
武
司（
中
部
副
部
長
）▽
荒

木
祥
行（
南
部
団
員
）▽
藤
野
賢
次

（
東
部
副
部
長
）▽
藤
野
美
喜
雄

（
東
部
班
長
）▽
藤
野
友
行（
同
）▽

林　

則
幸（
東
部
団
員
）▽
藤
井
勝

則（
同
）▽
川
内
博
明（
北
部
部
長
）

▽
横
木
力
成（
北
部
副
部
長
）▽
青

木
啓
一（
北
部
班
長
）▽
千
香
順
司

（
同
）▽
真
壁
雄
二（
同
）▽
小
田
正

廣（
西
部
副
分
団
長
）▽
赤
木
一
郎

（
西
部
団
員
）▽
國
吉
健
吾（
同
）▽

鹿
島　

隆（
大
佐
副
部
長
）▽
村
上

博
通（
大
佐
班
長
）▽
浅
田
道
男

（
同
）▽
安
立　

伸（
同
）▽
池
田
利

行（
同
）▽
渡
邉
哲
士（
同
）▽
赤
井

博
治（
同
）▽
仲
田
清
志（
神
郷
副

分
団
長
）▽
小
早
川　

太（
神
郷
副

部
長
）▽
平
岡
岩
雄（
同
）▽
上
田

敬
治（
神
郷
班
長
）▽
田
邊
直
樹

（
神
郷
団
員
）▽
石
田
福
良（
同
）▽

平
岡
清
美（
同
）▽
瀧
口
高
利（
哲

多
副
分
団
長
）▽
林　

裕
司（
哲
多

部
長
）▽
佐
々
木
邦
昌（
同
）▽
長

谷
川
昭
博（
哲
多
副
部
長
）▽
土
屋

昌
弘（
同
）▽
山
本
重
治（
哲
多
班

長
）▽
西
村
佳
明（
同
）▽
藤
本
眞

吾（
同
）▽
岡
崎　

訓（
同
）▽
中
澤

　

勉（
哲
多
団
員
）▽
高
瀬
宗
弘

（
哲
西
部
長
）▽
横
山
哲
也（
同
）▽

三
好
浩
史（
哲
西
班
長
）

�
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�
�
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新
見
市
消
防
出
初
式
が
、
一
月
八
日
（
日
）、
消
防
職
団
員

　

新
見
市
消
防
出
初
式
が
、
一
月
八
日
（
日
）、
消
防
職
団
員

や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
、
お
よ
び
来
賓
ら
約
千
六
十
人
が
参

や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
、
お
よ
び
来
賓
ら
約
千
六
十
人
が
参

加
し
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
し
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
防
災
に
果
た
す
消
防
組
織
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高

　

地
域
防
災
に
果
た
す
消
防
組
織
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
る
中
、
市
長
告
辞
、
消
防
長
式
辞
並
び
に
団
長
訓
辞
で
士

ま
る
中
、
市
長
告
辞
、
消
防
長
式
辞
並
び
に
団
長
訓
辞
で
士

気
を
高
め
る
と
と
も
に
、
永
年
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

気
を
高
め
る
と
と
も
に
、
永
年
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

職
団
員
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
団
員
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
後
は
会
場
を
ま
な
び
広
場
に
い
み
横
の
高
梁

　

ま
た
、
式
典
後
は
会
場
を
ま
な
び
広
場
に
い
み
横
の
高
梁

川
に
移
し
て
一
斉
放
水
を
行
い
、
小
雪
の
ち
ら
つ
く
な
か
、

川
に
移
し
て
一
斉
放
水
を
行
い
、
小
雪
の
ち
ら
つ
く
な
か
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
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（
同
）▽
安
達
喜
彦（
同
）▽
谷
岡
茂

生（
同
）▽
角
田
浩
昌（
同
）▽
長
尾

憲
司（
同
）▽
谷
岡
貴
寿（
同
）▽
渡

辺　

貢（
西
部
団
員
）▽
石
垣　

誠

（
同
）▽
上
山
嘉
裕（
同
）▽
山
岡
豊

明（
同
）▽
藤
原
俊
樹（
同
）▽
吉
國

勇
人（
同
）▽
渡
邉
昌
希（
同
）▽
正

部
行
洋（
同
）▽
安
田　

晃（
同
）▽

後
藤
吉
明（
同
）▽
柴
田
和
紀（
同
）

▽
樋
口　

務（
同
）▽
佐
々
木
勅
夫

（
同
）▽
谷
口
浩
志（
大
佐
班
長
）▽

柴
田
正
雄（
大
佐
団
員
）▽
竹
田　

浩（
同
）▽
宮
本
英
基（
神
郷
団
員
）

▽
上
田
卓
視（
同
）▽
新
田
武
明

（
同
）▽
吉
岡
昭
彦（
哲
多
部
長
）▽

小
川
高
広（
哲
多
副
部
長
）▽
川
上

　

輝（
哲
多
班
長
）▽
小
郷
政
弘

（
同
）▽
中
澤
隆
志（
同
）▽
逸
見
浩

司（
哲
多
団
員
）▽
三
嶋
俊
二（
同
）

▽
油
木
康
人（
同
）▽
江
田
洋
一

（
同
）▽
土
屋
文
孝（
哲
西
部
長
）▽

沖
田
耕
造（
哲
西
副
部
長
）

【
精
勤
章 

十
年
勤
続
】

▽
上
田
浩
一（
中
部
団
員
）▽
小
川

敬
祐（
同
）▽
小
堀　

隆（
同
）▽
中

沢
英
男（
同
）▽
瀬
川
慎
一（
同
）▽

藤
原
満
博（
東
部
団
員
）▽
野
手
隆

志（
同
）▽
小
川
満
宏（
同
）▽
藤
井

　

明（
同
）▽
柏
葉
孝
明（
同
）▽
森

谷
一
幸（
北
部
団
員
）▽
谷
岡
利
典

（
同
）▽
冨
部
好
江（
大
佐
班
長
）▽

池
田
隆
裕（
同
）▽
栗
元
一
広（
同
）

▽
大
田
好
江（
大
佐
団
員
）▽
徳
山

小
百
合（
同
）▽
藤
本
幸
広（
同
）▽

廣
瀬
一
夫（
同
）▽
山
形
勝
美（
同
）

▽
梶
原
基
典（
同
）▽
山
形　

弘

（
同
）▽
西
田
一
之（
同
）▽
宮
崎
博

揮（
同
）▽
沼
本
真
幸（
同
）▽
山
�

昭
和（
同
）▽
松
尾
孝
喜（
同
）▽
横

木
之
人（
同
）▽
忠
田　

真（
神
郷

班
長
）▽
嶋
田
秀
樹（
神
郷
団
員
）

▽
小
林　

敦（
同
）▽
大
杉
滋
利

（
哲
多
副
部
長
）▽
久
保
木
尚
久

（
哲
多
団
員
）▽
桑
原　

司（
同
）▽

長
谷
川
達
人（
同
）▽
定
岡
俊
和

（
同
）▽
阿
曽
秀
樹（
同
）▽
林　

卓

史（
同
）▽
杉　

哲
也（
同
）▽
瀬
尾

浩
司（
哲
西
班
長
）▽
林　

知
則

（
同
）▽
弓
場　

寛（
哲
西
団
員
）

【
特
別
表
彰
】

第
五
十
二
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓

練
大
会
出
場
選
手

《
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
》

▽
田
辺
仁
志（
神
郷
副
部
長
）▽
赤

木
晴
一（
神
郷
団
員
）▽
宝
蔵
昌
典

（
同
）▽
今
井
耕
太（
同
）▽
乗
本
克

彦（
同
）▽
福
田
幸
司（
同
）

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》

▽
大
原
勲
之（
神
郷
班
長
）▽
松
原

康
治（
神
郷
団
員
）▽
中
田
浩
二

（
同
）▽
長
谷
川
寛
之（
同
）▽
小
林

和
幸（
同
）

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部：

シ
ー

ド
枠
出
場
》

▽
妹
尾
泰
志（
哲
多
団
員
）▽
三
和

典
明（
同
）▽
定
岡　

聡（
同
）▽
平

山
富
生（
同
）▽
山
室
俊
介（
同
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
消
防
本
部

 
（
�
�
２
８
１
０
）

竹
ノ
下
輝
美（
神
郷
班
長
）▽
三
輪

　

宏（
神
郷
団
員
）▽
小
郷
通
直

（
哲
多
班
長
）▽
敦
田
伸
吾（
哲
多

団
員
）▽
小
谷
耕
太
朗（
哲
西
団

員
）▽
赤
木
伸
昌（
同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

▽
土
井
史
吉（
中
部
副
分
団
長
）▽

西
田
邦
男（
中
部
班
長
）▽
松
本
政

春（
中
部
団
員
）▽
藤
井
榮
一（
南

部
副
部
長
）▽
中
山
正
己（
東
部
副

分
団
長
）▽
森
脇
永
雄（
東
部
班

長
）▽
池
田
忠
義（
東
部
団
員
）▽

山
本　

一（
同
）▽
繁
田
賢
司（
西

部
部
長
）▽
川
西
福
祥（
西
部
副
部

長
）▽
竹
田
治
男（
西
部
班
長
）▽

森
下
賢
治（
同
）▽
廣
�
正
志（
西

部
団
員
）▽
山
田　

武（
大
佐
副
部

長
）▽
内
田　

誠（
神
郷
分
団
長
）

▽
石
倉
忠
志（
神
郷
副
分
団
長
）▽

大
本
修
一（
神
郷
副
部
長
）▽
岩
田

秀
之（
哲
多
部
長
）▽
長
江　

亀

（
哲
多
班
長
）▽
伊
藤　

昇（
哲
多

団
員
）

【
感
謝
状
】

《
消
防
団
退
職
者
》

▽
矢
庭
政
史（
大
佐
町
消
防
団
団

長
）▽
中
川
眞
五（
哲
西
町
消
防
団

団
長
）▽
田
村
武
士（
新
見
市
消
防

団
副
団
長
）▽
中
嶋
豊
一（
同
）▽

宮
地
正
美（
大
佐
町
消
防
団
副
団

長
）▽
三
輪　

彰（
神
郷
町
消
防
団

副
団
長
）▽
尾
上
良
夫（
哲
西
町
消

防
団
副
団
長
）▽
毛
利
忠
雄（
新
見

市
消
防
団
分
団
長
）▽
赤
木　

昭

（
同
）▽
宮
脇
恒
雄（
同
）▽
岡
本　

恒（
同
）▽
川
井
満
喜
夫（
同
）▽
黒

田
一
男（
同
）▽
小
林
柾
弘（
同
）▽

池
田
善
広（
大
佐
町
消
防
団
分
団

長
）▽
梅
田　

勝（
同
）▽
信
谷
清

己（
神
郷
町
消
防
団
分
団
長
）▽
横

山
孝
史（
同
）

《
一
般
協
力
者
》

▽
足
立
石
灰
工
業
株
式
会
社

�

�
�
�
�
�
�
�
	



【
精
勤
章 

十
五
年
勤
続
】

▽
小
谷
正
俊（
中
部
班
長
）▽
牧
田

和
久（
同
）▽
宮
脇
生
吉（
中
部
団

員
）▽
�
瀬
広
視（
南
部
班
長
）▽

森
谷
光
行（
同
）▽
吉
見　

了（
同
）

▽
村
上　

泰（
南
部
団
員
）▽
冨
谷

　

剛（
同
）▽
�
瀬
智
裕（
同
）▽
沖

田
茂
紀（
同
）▽
小
川
敏
弘（
同
）▽

小
川
行
治（
東
部
班
長
）▽
西
村
茂

男（
同
）▽
藤
井
和
昌（
同
）▽
植
田

博
文（
東
部
団
員
）▽
才
田
一
雅

（
同
）▽
竹
下
定
男（
同
）▽
坂
本
賢

治（
同
）▽
神
�
喜
代
治（
同
）▽
山

下　

衛（
同
）▽
植
木
洋
之（
同
）▽

小
割
健
司（
北
部
班
長
）▽
小
林
邦

男（
北
部
団
員
）▽
山
岡
賢
一（
同
）

▽
黒
田
稔
昌（
同
）▽
林　

義
弘

�

�
�
�
��

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

【
表
彰
章
】

▽
渡
邉　

登（
中
部
副
分
団
長
）

▽
西
村
光
政（
南
部
副
分
団
長
）

▽
藤
井
利
幸（
東
部
副
分
団
長
）

▽
赤
井
勝
利（
北
部
副
分
団
長
）

▽
吉
國　

澄（
西
部
副
分
団
長
）

▽
佐
藤
武
男（
大
佐
副
分
団
長
）

▽
吉
川
晴
義（
哲
多
副
分
団
長
）

▽
奥
津
忠
和（
哲
西
副
分
団
長
）

▽
清
水  
寛（
消
防
本
部
消
防
司

令
）

【
特
別
表
彰
】

第
五
十
二
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓

練
大
会
入
賞
分
団

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》

▽
哲
多
分
団　

第
３
位

�

�
�
�
�
�
�

【
表
彰
章
】

▽
畑　

達
也（
中
部
団
員
）▽
綱
島

達
朗（
同
）▽
安
達
秀
雄（
南
部
班

長
）▽
中
尾
信
夫（
南
部
団
員
）▽

長
谷
川
長
正（
東
部
部
長
）▽
久
高

幸
治（
同
）▽
船
越
晶
幸（
北
部
団

員
）▽
藤
井
勝
己（
同
）▽
上
田
健

吾（
西
部
部
長
）▽
松
本
雅
信（
西

部
団
員
）▽
大
田
泰
明（
大
佐
班

長
）▽
広
瀬
裕
介（
大
佐
団
員
）▽



4市報にいみ 第１１号
February 2006

「
豊
か
さ
の
実
感
安
全
・
快
適
・

「
豊
か
さ
の
実
感 
安
全
・
快
適
・

情
報
文
化
都
市
に
い
み
」

　
　
　
　

情
報
文
化
都
市 
に
い
み
」

��
新
見
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定

新
見
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定
��

総
合
振
興
計
画
と
は

総
合
振
興
計
画
と
は

　

地
方
自
治
法
に
お
い
て
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
定
め
る

地
方
自
治
法
に
お
い
て
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
定
め
る

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
、「
地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
、「
地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
」
と
し

計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
」
と
し

て
策
定
し
た
も
の
で
、
十
年
間
の
基
本
構
想
、
五
年
間
の

て
策
定
し
た
も
の
で
、
十
年
間
の
基
本
構
想
、
五
年
間
の

基
本
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
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－自然と調和し安全かつ快適なうるおいのある環境都市－
①道路網の充実

②公共交通網の充実

③水道・下水道等の充実

④情報・通信網の充実

⑤消防・防災対策などの充実

⑥その他の生活基盤（河川、公園、まち並み、住宅・宅地）の充実

⑦生活・自然環境保全対策の充実

⑧ごみ・し尿処理対策の充実

（１）うるおいの「環境都市」

－共に支え合うやさしさのある健康都市－
①保健・医療の充実

②高齢者福祉の充実

③児童福祉・子育て支援の充実

④障害者（児）福祉の充実

⑤その他の福祉の充実

（２）やさしさの「健康都市」

－文化の継承・創造と交流で人が育ち輝きのある文化都市－
①学校教育の充実

②生涯学習・スポーツの充実

③地域文化、文化財などの保全、伝承の推進

④多様な交流の推進

⑤人権の尊重・男女共同参画の推進

（３）かがやきの「文化都市」

－資源活用と協働による活力とにぎわいのある魅力都市－
①農業、水産業の振興

②林業の振興

③畜産の振興

④工業の振興

⑤商業の振興

⑥観光の振興

⑦雇用の創出

（４）にぎわいの「魅力都市」

基本目標
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「
若
者
に
夢
と
希
望
を
与
え
、快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
る
た
め
情
報
化
に
よ
る
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
め
ざ
し
、
計
画

の
将
来
都
市
像
を
「
豊
か
さ
の
実
感　

安
全
・
快

適
・
情
報
文
化
都
市　

に
い
み
」
と
し
、
四
つ
の

基
本
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
見
市
総
合
振
興
計
画
は
、
市
の
め
ざ
す
将
来

都
市
像
と
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な

施
策
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

将
来
都
市
像
、
基
本
目
標
に
つ
い
て
は
、
今
後

十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

基
本
構
想
と
な
り
ま
す
。

　

合
併
前
に
阿
新
地
域
合
併
協
議
会
で
定
め
ら
れ

た
「
新
市
建
設
計
画
」
を
尊
重
し
た
う
え
で
、
そ

の
後
の
制
度
改
正
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、「
新
見
市
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
の
制
定
に
よ
り
、「
市
民
が
ま
ち

づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と
」
を
明
ら
か
に
し
、

ま
た
、
合
併
に
よ
っ
て
広
大
に
な
っ
た
地
域
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
に
、
旧
市
町
の
地
域
ご
と
に
総
合

出
先
事
務
所
と
し
て
の
五
つ
の
支
局
を
設
置
し
、

支
局
ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
個
性
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
主
な
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。

う
る
お
い
の「
環
境
都
市
」

●
大
佐
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
国
道
、
県
道
、
市
道
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
歩
道

幅
員
の
確
保
や
段
差
の
解
消
、
除
雪
対
策
な
ど
安
全
で
快

適
な
歩
行
空
間
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

●
路
線
バ
ス
は
、
行
政
・
福
祉
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
の
広
域
的
利
用
に
も
配
慮
し
た
路
線
な
ど
の
充
実
を

め
ざ
し
ま
す
。

●
上
水
道
、
簡
易
水
道
な
ど
は
、
水
源
地
の
確
保
、
未
普

及
地
域
の
解
消
、
老
朽
施
設
の
更
新
を
推
進
し
ま
す
。

●
市
内
全
域
を
対
象
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
公
共
施
設

と
家
庭
、
事
業
所
な
ど
を
結
ぶ
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業

を
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
着
手
し
、
平
成
十
九
年
度
末

（
平
成
二
十
年
三
月
）の
完
了
を
目
標
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
行
政
手
続
き
の
電
子
化
を
推
進
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
利
用
可
能
な
電
子
自
治
体
を
推
進
し
ま
す
。

●
ご
み
処
理
に
つ
い
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
ご
み
の
適
正

な
処
理
を
図
る
た
め
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備

を
行
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
か
ら
着
工
し
て
い
ま
す
。

や
さ
し
さ
の「
健
康
都
市
」

●
小
児
医
療
の
充
実
な
ど
、
医
療
体
制
の
充
実
を
は
か
り

ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
地
域
に
お
け
る
総
合
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
中
核
機

関
）
の
設
置
、
運
営
に
よ
っ
て
地
域
ケ
ア
を
推
進
し
ま
す
。

●
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
十
七

年
度
に
は
、
入
所
希
望
が
多
く
、
待
機
児
童
が
増
加
し
て

い
た
新
見
保
育
所
の
増
築
工
事
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
、
自
主
活
動
の
拠
点
と
な

る
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
平
成
十
七
年
度
か
ら
着
工
し

て
い
ま
す
。
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か
が
や
き
の「
文
化
都
市
」

●
幼
児
教
育
・
保
育
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た

め
、
幼
保
一
元
化
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）の
増
員
や
指
導
内
容
の
改
善
に
よ
り
、

小
学
校
で
の
特
色
あ
る
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
生
涯
を
通
じ
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
利
用
者
の

満
足
度
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
自
主
的
な
文
化
活
動
を
支
援
し
、
地
域
特
性
を
活
か
し

た
個
性
あ
る
地
域
文
化
の
振
興
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
、
地
域
間
交
流
や
国
際
交

流
な
ど
の
推
進
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
、
家
庭
、
職
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
お
い
て
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
教
育
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の「
魅
力
都
市
」

●
農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
水
稲
で
は
「
売
れ
る
米

づ
く
り
」
の
促
進
、
ピ
オ
ー
ネ
、
も
も
な
ど
代
表
的
な
特

産
物
は
、
新
規
栽
培
者
の
参
入
な
ど
に
よ
っ
て
規
模
拡
大

を
図
り
な
が
ら
、
品
質
向
上
や
販
路
拡
大
な
ど
を
促
進
し

ま
す
。
ま
た
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を

楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
の
総
称
）
の
普
及
な
ど
も
図

り
ま
す
。

●
市
の
面
積
の
九
割
を
森
林
が
占
め
る
本
市
の
林
業
振
興

に
つ
い
て
は
、
天
然
林
の
保
護
・
育
成
や
生
産
性
の
高
い

林
業
経
営
の
確
立
、
担
い
手
の
確
保
な
ど
を
図
り
、
保
全
・

活
用
方
策
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
畜
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
、千
屋
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
・

確
立
に
よ
る
販
路
拡
大
、
地
産
地
消
に
よ
る
消
費
拡
大
な

ど
を
図
り
ま
す
。

●●
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る

工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る

た
め
新
規
企
業
の
誘
致
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
産
・

た
め
新
規
企
業
の
誘
致
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
産
・

学
・
官
の
連
携
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
育
成
も

学
・
官
の
連
携
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
育
成
も

図
り
ま
す
。

図
り
ま
す
。

●●
商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
既
存
商
店
・
商
店
街
の
利

商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
既
存
商
店
・
商
店
街
の
利

便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
場
企
業
の
振
興
や
観
光

便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
場
企
業
の
振
興
や
観
光

Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
定
住
人
口
の
減
少
防
止
と
交
流
人
口
の
増

Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
定
住
人
口
の
減
少
防
止
と
交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
商
店
・
商
店
街
の
形
成
を
め

加
を
図
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
商
店
・
商
店
街
の
形
成
を
め

ざ
し
ま
す
。

ざ
し
ま
す
。

●●
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
と
雇
用
機
会
の
創
出
が
可
能
と
な
る
観
光

地
域
の
活
性
化
と
雇
用
機
会
の
創
出
が
可
能
と
な
る
観
光

産
業
へ
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
取
り
組

産
業
へ
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、
観
光

み
と
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、
観
光

客
の
誘
致
や
知
名
度
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

客
の
誘
致
や
知
名
度
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
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市
で
は
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
行
や
地
方
分
権
の
進
展

な
ど
、
新
た
な
時
代
に
対
応

し
、
明
る
い
将
来
を
展
望
で

き
る
市
政
を
実
現
す
る
た
め

「
新
見
市
行
財
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
限
ら
れ
た
行
政

資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
健

全
で
効
果
的
・
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種

計
画
と
の
整
合
性
や
費
用
対

効
果
、
緊
急
度
、
優
先
度
を

十
分
検
討
し
、
効
果
的
な
事

業
実
施
に
努
め
、
事
務
事
業

の
再
編
・
整
理
を
定
期
的
に

行
い
、
外
部
委
託
の
積
極
的

な
推
進
な
ど
に
よ
り
、
経
費

の
節
減
合
理
化
を
図
り
、
財

政
の
健
全
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

組
織
・
機
構
は
、
市
民
福

祉
の
増
進
を
基
本
と
し
て
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
、

市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す

く
利
用
し
や
す
い
組
織
体
制

を
構
築
し
、
不
断
の
組
織
・

機
構
改
革
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
定
員
管
理

に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
民
間
委
託
、
組
織

機
構
の
簡
素
合
理
化
な
ど
の

推
進
に
よ
る
人
員
の
計
画
的

な
削
減
と
、
権
限
移
譲
や
新

た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
し
て
行
く
た
め
、
定
員
管

理
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、

積
極
的
な
定
員
管
理
に
努
め
、

職
員
の
能
力
向
上
に
向
け
た

研
修
や
能
力
主
義
に
基
づ
く

人
事
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

電
子
自
治
体
を
推
進
し
て
事

務
事
業
の
効
率
化
を
図
り
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
、
職
員
と
一
丸
と
な

っ
て
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
実
効
あ
る
改
革
」
を

断
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

行財政改革への取り組み

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

平成１７年国勢調査結果（速報）発表！

新見市の 人口は ３６ , ０６２ 人
　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
現

在
で
市
内
全
域
を
対
象
に
実
施
さ

れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
結
果
が
ま

と
ま
り
、
こ
の
ほ
ど
総
務
省
統
計

局
よ
り
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

公
表
さ
れ
た
速
報
結
果
に
よ
る

と
、
新
見
市
の
人
口
は
三
万
六
千

六
十
二
人
、
世
帯
数
は
一
万
二
千

三
百
九
十
三
世
帯
で
前
回
（
平
成

十
二
年
実
施
）
の
調
査
結
果
に
比

べ
て
ど
ち
ら
も
二
千
四
百
三
十
人
、

二
百
七
十
六
世
帯
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
県
内
市

町
村
別
の
人
口
増

減
は
、
岡
山
市
、

倉
敷
市
な
ど
四
市

四
町
で
増
加
、
真

庭
市
、
玉
野
市
な

ど
十
市
十
二
町
二

村
で
減
少
し
て
お

り
、
新
見
市
は
、

減
少
数
で
県
内
第

三
位
、
減
少
率
で

第
五
位
で
し
た
。

人
口
の
推
移
は
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

　

今
回
公
表
さ
れ

た
の
は
調
査
結
果

の
一
部
で
す
が
、

そ
の
他
の
調
査
項

目
に
つ
い
て
の
集

計
結
果
も
順
次
公

表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
勢
調
査
の
集
計
結
果
は
、

国
・
県
・
市
の
各
種
施
策
の
貴
重

な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、
み
な

さ
ん
の
生
活
に
役
立
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
実
施
に
あ
た
り
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

市
民
の
み
な
さ
ん
お
よ
び
関
係
者

の
み
な
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
広
報
係
（
�
�
６

１
１
４
）

50,000�

45,000�

40,000�

35,000�

30,000�

25,000�

20,000�

15,000�

10,000�

5,000�

0�

�
昭和60年� 平成２年� 平成７年� 平成12年� 平成17年�

男�
女�

総人口�

人�

平成１２年の調査（旧１市４町合計）より６.３％の減少
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映画やドラマのロケ撮影を
手伝っ てみませんか？
にいみフィルム・コミッション会員募集中

　現在、日本各地において映画やドラマなどのロケ撮影が行われ、市内では八つ墓村や武
蔵などのロケ撮影が行われてきました。このようなロケ撮影のお手伝いをする「にいみフ
ィルム・コミッション（仮称）」を、2006年４月の設立に向けて準備しています。ただ今、
ご協力いただける会員を募集中です。多くのみなさんのご参加をお待ちしております。

【団体・法人・個人会員】
年会費　団体・法人５,０００円　個人１,０００円
　活動はできないけれど、とにかくにいみフィルム・

コミッションを応援したい！という人はぜひ登録

を。新見でのロケ情報などを提供します。なお、満

１８歳未満の人については保護者の同意が必要となり

ます。また、年会費の負担は平成１８年度からとなり

ます。

【エキストラ会員】会費無料
　ドラマなどの撮影では市内のいろいろな場所でロ

ケが行われますが、時には民家を借りたり、多数の

エキストラが必要となったりします。みなさんもご

自宅をロケ地として、またエキストラ（ボランティ

ア）に登録して、俳優気分を味わってみませんか。

なお、満１８歳未満の人については保護者の同意が必

要となります。

【ロケ支援会員】会費無料
　撮影機材レンタル・宿泊施設・レンタカー・弁当

仕出しなどの撮影関連事業者を募集します。撮影業

者から依頼があった場合には積極的にＰＲします。

【ロケ候補地募集】
　ふとした風景が意外にロケに利用される�どんな

場所でもかまいませんのでロケ地として利用できそ

うな情報を提供してください。ロケに利用されれば

会社や商店のＰＲにも！

■申し込み・問い合わせ先 　にいみフィルム・コミッション設立準備会　事務局：商工観光課（��６１３６）

フィルム・コミッションとは
映画・ドラマなどのロケ撮影を誘致して地域経済の活性化や観光
客の誘致を図るとともに、撮影場所の提案・各種手続き代行・エキ
ストラ手配などを行う団体のことです。

２００５年４月「鉄道捜査官」ロケ ２００４年８月「八つ墓村」ロケ
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　平成１７年度上半期（4月～9月）
の財政状況がまとまりましたので、
その主な内容をお知らせします。

一般会計の財政状況

一般会計の総額
　平成１７年度一般会計の９月末の予算総額は、

３０４億９,４９０万円で、その内訳は下記のグラフの

とおりです。昨年からの繰越事業費を含めて、

歳入では予算総額に対して４０.２％（１２２億５,４０３

万円）、歳出では２７.１％（８２億５,８８１万円）が執

行されています。

歳入�

歳出�

地方交付税�
124億1,478万円（40.7%）�

市債　75億8,490万円（24.9%）�

総務費　60億7,150万円（19.9%）�

公債費　57億3,190万円（18.8%）�

衛生費　48億6,885万円（16.0%）�

民生費　42億6,895万円（14.0%)

土木費　29億1,890万円（9.6%）�

教育費�
28億9,168万円（9.5%）�

農林水産業費�
19億321万円（6.2%）�

消防費　8億8,990万円（2.9%）�

災害復旧費　3億6,346万円（1.2%）�

商工費　2億3,840万円（0.8%）�

諸支出金　6,593万円（0.2%）�

労働費　4,641万円（0.1%）�

議会費　2億581万円（0.7%）�

市税　31億5,742万円（10.3%）�

国庫支出金　22億3,266万円（7.3%）�

県支出金　14億7,328万円（4.8%）�

繰入金　11億4,000万円（3.7%）�

繰越金　6億2,690万円（2.0%）�

地方譲与税　5億590万円（1.7%）�

地方消費税交付金　3億3,080万円（1.1%）�

使用料及び手数料　2億9,424万円（1.0%）�

諸収入　2億5,969万円（0.8%）�

分担金及び負担金　1億5,461万円（0.5%）�

自動車取得税交付金　1億5,300万円（0.5%）� 地方特例交付金　1億300万円（0.3%）�

財産収入 2,383万円（0.3%）�

利子割交付金　2,380万円（0.1%）�

交通安全対策特別交付金　815万円（0.0%）�

配当割交付金　330万円（0.0%）�

株式等譲渡所得割交付金　300万円（0.0%）�

ゴルフ場利用税交付金　122万円（0.0%）�

寄附金　42万円（0.0%）�

予備費　3,000万円（0.1%）�

歳入総額�
304億9,490万円�

歳出総額�
304億9,490千円�
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財産の現在高

世帯・個人当たりの状況
平成１７年９月末現在

会計別予算の執行状況 〔単位：千円・％〕

上水道事業（公営企業）の状況

５，７２６戸給 水 戸 数

１３，８５４人給 水 人 口

９０６，９１６�給 水 量

　８３１，９５８�有 収 水 量

　　　９１．７％有 収 率

４，９５６�１ 日 平 均 配 水 量

主 な 建 設 改 良 事 業

３，１４４万円水 道 管 移 設 事 業

費 用 の 部収 益 の 部

４,５６３万円
営 業 費 用
（人件費・減価償却費等）

１億６,０８６万円
営 業 収 益 
（水道料金等）

４,３４８万円
営 業 外 費 用
（支払利息等）

　３万円
営 業 外 収 益 
（預金利息等）

　８,９１１万円計１億６,０８９万円計

当　期　純　利　益　　　７，１７８万円

執　　行　　済　　額
９ 月 末
予算現額

会　計　名 歳　　　出歳　　　入

比率支出済額比率収入済額

２７.１８,２５８,８１１４０.２１２,２５４,０３１３０,４９４,８９７一 般

４８.３１３１,４０１２４.６６６,８１８２７２,０９３診 療 所

４６.２３９８,５４１３６.５３１４,６１１８６２,１７０
新 見 公 立
短 期 大 学

５５.３４,５３５３４.９２,８５９８,１９５
住宅新築資金
等 貸 付

３９.９１,３０９,９４３３４.７１,１４０,０５７３,２８２,９２６
国民健康保険
（事業勘定）

４４.２１０３,４３５１８.３４２,７５２２３４,０２１
国民健康保険
（直診勘定）

３５.３１,０９５,９７６３６.８１,１４３,６０６３,１０３,９８４介 護 保 険

３９.７２,３５１,３７６４０.１２,３７２,６４２５,９１８,３８０老 人 保 健

２３.５２９６,６１９３２.５４１０,２２９１,２６２,９０５簡易水道事業

２３.６７５７,０９８７.５２４１,９２５３,２１３,６５７下 水 道 事 業

４４.７１４,０８５３９.５１２,４４５３１,５２９観 光 事 業

０.００８５.６２,０３８２,３８１豊 永 財 産 区

８.５８３５６.５５５３９７９萬 歳 財 産 区

２７.０４９,６７１４１.８７６,９７３１８４,２６２農業共済事業

３０.２１４,７７１,５７４３７.０１８,０８１,５３９４８,８７２,３７９総 計

一世帯

２５１,５２７円
市民一人

８６,０１５円

一世帯

３,６９１,３１５円
（ ）

市民一人

１,２６２,３１５円
（ ）

市税の負担額

予 算 額

地方債の負担状況［一般会計］

一世帯

２,４２９,２９２円
市民一人

８３０,７４３円

うち約2,272,０００円が
国からの交付税算入分

うち約777,０００円が
国からの交付税算入分

世帯数…１２,５５３世帯
人　口…３６,７０８人

一般会計�
463億3,708万円（66.4%）�

下水道事業特別会計�
170億5,118万円（24.4%）�

簡易水道事業特別会計�
52億9,358万円（7.6%）�

診療所特別会計�
6億9,212万円（1.0%）�

国民健康保険�
特別会計（直診勘定）�
1億5,125万円（0.2%）�

新見公立短期大学特別会計�
2億6,931万円（0.4%）�

住宅新築資金等�
貸付特別会計�
3,053万円（0.0%）�

地方債の現在高

１,３６４,９８７千円有価証券及び出資による権利

４,１３８,９９１千円基　金

７４７,２１７千円債　権

２６,１２０,３３５�土　地

３０８,７９６�建　物

総額 ６９８億２,５０５万円
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確定申告・住民税申告

　所得税や市民税・県民税を正しく計算するためには、ご自分の収入を正しく申告
していただかなければなりません。この収入の申告には、確定申告と住民税申告の
２種類があります。
　確定申告は所得税を清算するための申告です。医療費控除や還付申告も確定申告
のひとつです。これに対して、確定申告の必要はなくても、市民税・県民税の計算
をするために申告が必要な場合があります。この申告を住民税申告といいます。

はじまります

２ / １ ６～３ / １ ５ 期限までにお忘れなく

所得税についての問い合わせ先�新 見 税 務 署　��0951

申告が必要かチェックしてみましょう�

申告不要です。�
ただし所得証明書など
が必要な人や国保世
帯の人については、住
民税申告が必要な場
合があります。�

全ての収入を合算して年末調整ができ
ていますか？�

収入のある人ですか？�

１か所からの収入のみですか？�

年末調整はお済みですか？�

申告不要です。� 申告不要です。�申告が必要です。�

◎農業、自営業、家賃など不動産所得のある人�
　（注意：収支内訳書等を記入の上お持ちください）�
◎譲渡所得、保険などの一時所得のある人�

ス
タ
ー
ト�

（例・給与収入などの場合）�

はい�

はい�

はい�
はい�

いいえ�

いいえ�

いいえ�
いいえ�

次に該当する人も申告が必要です�

（

（
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哲西支局管内哲多支局管内神郷支局管内大佐支局管内本 庁 管 内
曜日月日

会　場　名会　場　名会　場　名会　場　名会　場　名

――神郷保健センター大井野地域交流ほっとサロン山村開発センター木２.１６

――神郷保健センター上刑部地域交流ほっとサロン山村開発センター金２.１７

哲西支局新砥公民館――西方ふれあいセンター月２.２０

哲西支局新砥公民館――井倉市民センター火２.２１

哲西公民館野馳分館新砥公民館
――法曽新星会館（午前）

水２.２２
――熊野総合センター（午後）

哲西畑木集会所夢ひろば萬歳――豊永市民センター木２.２３

三光生活改善センター夢ひろば萬歳――豊永市民センター金２.２４

――三坂いきがい活動センター旧町民センター土橋交流センター月２.２７

――神郷公民館高瀬分館おおさ総合センター草間市民センター火２.２８

――神郷公民館高瀬分館おおさ総合センター千屋市民センター水３.１

――新郷市民センター田治部中央会館千屋小学校木３.２

――新郷市民センター田治部中央会館菅生市民センター金３.３

――――山村開発センター日３.５

―哲多支局―交流センター上市市民センター月３.６

哲西支局哲多支局――熊谷市民センター火３.７

哲西支局哲多支局――石蟹ふれあいセンター水３.８

―哲多支局神郷公民館油野分館―唐松市民センター木３.９

――神郷公民館油野分館布瀬地域交流ほっとサロン唐松市民センター金３.１０

――神郷保健センター大佐源流振興館福本ふれあいセンター月３.１３

――

神郷保健センター大佐源流振興館

足立会館（午前）

火３.１４ ――吉原公会堂（午後）

――山村開発センター

哲西支局哲多支局――山村開発センター水３.１５

申告相談日程
申告受付時間は９：３０～１６：００です。ただし、山村開発センターは９：００～１６：００、午前の会場は９：３０～１２：００、
午後の会場は１３：３０～１６：００ですのでご注意ください。

今年は個人宛に住民税申告のご案内はしませんので、
都合のよい会場においでください。

市民税・県民税についての問い合わせ先�税 務 課　��6117

 

申
告
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

�
収
入
を
証
明
す
る
資
料　
　

源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど

�
控
除
を
証
明
す
る
資
料　
　

生
命
保
険
・
損
害
保
険
支
払
証
明
書
、

国
民
健
康
保
険
税
領
収
書
、
国
民
年

金
保
険
料
控
除
証
明
書（
必
ず
必
要
）、

障
害
者
手
帳
な
ど

�
印
鑑

 

申

告

場

所

　

お
近
く
の
申
告
会
場
、
ま
た
は
都
合
の
よ
い
申
告
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

 

所
得
税
の
還
付
申
告
相
談

　

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
、
す
で
に
一
月
か
ら
税

務
署
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
告
期
間
中
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
申
告
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
か
ら
所
得
税
が
引
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
確
定
申
告
を

す
れ
ば
還
付
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

そ　

の　

他

◎
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
人

　

農
業
所
得
は
「
収
入
」
か
ら
「
経
費
」
を
差
し
引
い
た
「
収
支
計

算
」
で
申
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

【
収
入
】　

米
・
果
樹
・
野
菜
な
ど
の
販
売
額
お
よ
び
自
家
消
費
し

た
も
の
な
ど

　

【
経
費
】　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
使
用
料
、
農
薬
、
肥
料
、
苗
代
、
修

繕
費
な
ど

　

収
支
内
訳
書
準
備
表
が
税
務
課
・
各
支
局
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
必
ず
ご
記
入
の
上
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
・
市
税
」

内
に
収
支
内
訳
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
確
定
申
告
に
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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所得税についての問い合わせ先�新 見 税 務 署　��0951

住
民
税（       
） の
税
率
や
所
得
控
除
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

市
民
税

県
民
税

　

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
主
な
改
正
点
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
特
に
六

十
五
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
の

人
は
、
大
幅
な
変
更
と
な
り
ま

し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
り
、
本
年

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

度
ま
で
は
非
課
税
だ
っ
た
人

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
課

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

税
と
な
る
こ
と
や
、
課
税
さ
れ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
い
た
人
で
も
増
額
に
な
る
こ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
が
あ
り
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�定率減税の見直し
　平成１８年度以降の住民税所得割の定率減税の額が段階的に引き下げられます。

内　　　容

所得割額の１５％（上限４万円）を控除現　　　行

所得割額の７.５％（上限２万円）を控除平成１８年度

廃　　　止平成１９年度以降

�非課税措置の見直し
　平成１８年度以降の住民税について、６５歳以上の人のうち前年中の合計所得金額が、１２５
万円以下の人に対する個人住民税の非課税措置が廃止されます。

内　　　容

合計所得金額が１２５万円以下の人は非課税現　行

合計所得金額が１２５万円以下の人も課税
※平成１７年１月１日の時点で年齢６５歳以上の人で、前年所得が１２５万円以
下の場合には、以下の経過措置が設けられます。

改正後 均等割所得割

１,４００円本来の税額の１/３の金額で課税平成１８年度

２,９００円本来の税額の２/３の金額で課税平成１９年度

４,５００円本来の税額で課税（全額課税）平成２０年度以降

�公的年金などの所得の算出方法の改正
　公的年金のうち、６５歳以上の人の控除額が見直され、所得の計算方法が変わります。

公的年金等に係る雑所得の金額公的年金などの収入金額

０円１２０万円まで

収入金額－１２０万円　　　   ＝所得１２０万円超　～３３０万円未満

収入金額×７５％－ ３７.５万円＝所得３３０万円以上～４１０万円未満

収入金額×８５％－ ７８.５万円＝所得４１０万円以上～７７０万円未満

収入金額×９５％－１５５.５万円＝所得７７０万円以上

改
正
後

�老年者控除の廃止
　６５歳以上で、前年の合計所得金額１,０００万円以下の人に適用されていた老年者控除４８
万円（所得税５０万円）が廃止されます。
　このことにより、老年者控除と重複して受けることができなかった寡婦・寡夫控除を
受けることができるようになりました。該当の人は申告を行ってください。
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市民税・県民税についての問い合わせ先�税 務 課　��6117

�個人住民税の均等割の見直し
　個人住民税均等割が課税された夫（妻）と同一生計の妻（夫）で、同一市内に住所がある人に対する
均等割の非課税措置が廃止となります。

合　計県民税市民税生計同一の妻(夫)の均等割

２,２００円  ７００円１,５００円平成１７年度（現行・半額）

４,５００円１,５００円３,０００円平成１８年度以降（全額）

所
得
税
と
住
民
税（
市
民
税
・
県
民
税
）は 

違
う
の
？

　

所
得
税
は
国
に
納
め
る
税
金
で
、
住
民
税
は
県
・
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。
所
得
税
は
そ
の
年
の
所
得
に
対
し
て

そ
の
年
に
納
め
ま
す
が
（
現
年
所
得
課
税
）、
住
人
税
は
翌
年

に
納
め
ま
す
（
前
年
所
得
課
税
）。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
の
多
く
が
給
与
天
引
き
で
そ
れ
ぞ
れ

の
税
金
を
納
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
月
に
引
か
れ
て
い
る
所

得
税
は
今
年
の
所
得
に
対
す
る
税
金
で
、
住
民
税
は
去
年
の

所
得
に
対
す
る
税
金
な
の
で
す
。
所
得
税
と
住
民
税
で
は
使

え
る
控
除
や
金
額
も
異
な
り
ま
す
。
住
民
税
は
「
よ
り
広
く
、

よ
り
薄
く
」、つ
ま
り
所
得
税
よ
り
も
納
め
る
人
の
範
囲
は
広

く
、
税
率
は
低
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
人
で
も
住
民
税
が
か

か
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ト
収
入
は
い
く
ら
ま
で
な
ら 

扶
養
に
は
い
れ
る
の
？

　

前
年
中
（
一
月
一
日
〜
十
二
月
三
十
一
日
）
の
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
が
百
三
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
給
与
所

得
控
除
額
六
十
五
万
円
を
差
し
引
く
と
三
十
八
万
円
以
下
と

な
り
、
扶
養
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

（
こ
こ
で
い
う
扶
養
と
は
税
金
上
の
も
の
な
の
で
、社
会
保

険
な
ど
の
扶
養
に
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康

保
険
組
合
な
ど
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。）

年
の
途
中
で
市
外
へ
転
出（
ま
た
は
死
亡
） 

し
た
け
ど
、住
民
税
は
ど
う
な
る
の
？

　

住
民
税
は
一
月
一
日
現
在
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
年
の
途
中
で
市
外
に
転
出
し
た
場

合
で
も
、
そ
の
年
の
住
民
税
は
新
見
市
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

転
出
先
の
市
町
村
で
は
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
の
途
中
で
死
亡
し
た
場
合
も
同
様
に
、
そ
の
年

の
住
民
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。
支
払
い
は
相
続
人
の
人
が
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
額
変
更
通
知
書
が
来
た
け
ど 

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

修
正
申
告
を
行
な
っ
た
と
き
や
、
家
族
内
で
国
民
健
康
保

険
税
の
加
入
者
が
増
え
た
と
き
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
税

額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
税
額
が
変
更
に
な
る

と
税
額
変
更
決
定
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、

新
し
く
送
ら
れ
た
納
付
書
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

証
明
書
が
ほ
し
い
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

税
に
関
す
る
証
明
（
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
非
課

税
証
明
書
な
ど
）
が
必
要
な
場
合
、
税
務
課
・
各
支
局
・
各

市
民
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
印
鑑
、
手
数
料
（
一

件
三
百
円
）
を
ご
持
参
の
う
え
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
証
明
書

の
申
請
は
、
ご
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
内
の
ご
家
族
の
み
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
人
に
委
任
さ
れ
る
場
合
に
は
事
前

に
委
任
状
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
証
明
書
は
該
当
年
度
の
一
月
一
日
現
在
に
新
見
市

に
お
住
ま
い
で
、
申
告
を
す
ま
せ
た
人
に
し
か
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

こんなときはどうすればいいの？

税
金
の
早
期
納
入
の
お
願
い

　

税
金
を
納
期
限
内
に
納
め
な
か
っ
た
場
合
、
次
の
よ

う
な
税
以
外
の
負
担
が
増
え
ま
す
。

早
め
に
納
入
し
ま
し
ょ
う
！

○
督
促
手
数
料　
　

百
円

○
延
滞
金　
　
　
　

年
十
四
・
六
％
（
日
歩
四
銭
）

○
納
入
場
所
（
延
滞
金
の
あ
る
場
合
）
税
務
課
・
支
局
・

市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
税
係（
�
�
６
１
１
６
）

に関す る
疑問点税
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水
稲
作
付
目
標
面
積
の 

 

配
分
が
決
ま
り
ま
し
た

　

新
見
市
へ
の
平
成
十
八
年
産
水

稲
作
付
面
積
の
配
分
が
あ
り
ま
し

た
。

　

新
見
市
に
は
一
三
五
一
・
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
稲
作
付
面
積
の
配

分
で
す
。

　

市
、
農
協
、
農
家
の
代
表
、
関

係
行
政
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
新

見
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、

平
成
十
八
年
度
の
生
産
目
標
面
積

と
、
配
分
方
法
や
配
分
率
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
各
水
稲
農
家
の
み

な
さ
ん
に
は
三
月
中
旬
頃
に
、
平

成
十
八
年
度
の
実
施
計
画
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
農
家
の
み
な
さ
ん
の

水
稲
作
付
目
標
面
積
に
つ
い
て
は
、

所
有
（
使
用
）
全
水
田
面
積
の
、

六
十
四
％
で
す
の
で
、
計
画
的
な

作
付
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
内
調
整
を
さ
れ
る

集
落
の
代
表
者
の
人
、
全
転
で
配

分
が
必
要
な
人
は
、
担
当
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 
「
産
地
づ
く
り
交
付
金
」 

 

メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
り
ま
す

　

水
稲
作
付
目
標
面
積
を
達
成
し
、

集
荷
円
滑
化
対
策
に
拠
出
し
た
場

合
は
、
転
作
作
付
の
状
態
に
よ
り
、

「
産
地
づ
く
り
交
付
金
」が
助
成
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
つ
い
て
は
、

昨
年
よ
り
も
助
成
金
額
（
上
限
）、

作
物
の
種
類
と
も
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
有
意
義
な
活
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

主
役
は
農
家 

 

転
作
田
を
有
効
に
活
用

　

農
家
の
み
な
さ
ん
の
一
人
ひ
と

り
の
目
標
達
成
が
地
域
全
体
の
達

成
と
な
り
、
全
国
的
な
食
糧
の
需

給
安
定
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

減
反
に
取
り
組
み
、
転
作
作
物

を
作
付
け
す
る
こ
と
は
、
助
成
金

を
得
る
だ
け
で
な
く
作
物
の
収
穫

や
農
地
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
支
局
農
林
課
農
業
畜
産
振

興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

（注）１　「自己保全管理」「土地改良通年施行」「実績算入」は、交付されません。
　　　２　標記の「内容」については、３月中旬に送付する「平成１８年度水稲共済細目書異

動申告票兼水稲生産実施計画及び水田農業構造改革交付金（産地づくり対策）実施
計画兼助成金申請書」の所定の欄に、必ず記入をお願いします。

産地づくり交付金
　産地づくり交付金は、集荷円滑化対策に拠出し、生産調整を達成した農業者（生産調整実
施者）に対して交付されます。
　なお、交付単価は上限となっていますので、平成１８年度の取組面積が増えれば交付単価は
下がります。
「集荷円滑化対策について」
　●水稲作付面積１０ａ当たり１，５００円の拠出金が必要です。
　●加入申し込みは５月末にＪＡ阿新で取りまとめます。

【参考】Ｈ１７
 交付単価（上限）

 Ｈ１８
交付単価（上限）

内　　　　　　容区　分

  ３０, ０００円  ３０, ０００円 大豆土地利用型
作物   ２０, ０００円  ２０, ０００円 小豆

  ２０,０００円  ２０,０００円

飼料作物（青刈り稲も含む）
（「飼料作物」については、畜産農家もしくは畜産
農家との契約（全作業委託も可）が必要）
 （作付はしているが、利用契約が結ばれていない場
合は、「地力増進作物」となります。）

★Ｈ１８新規分  ３０,０００円
ホールクロップサイレージ（発酵粗飼料稲）
面積要件：一団の水田で１ha（もしくは、１団地
０.５ha以上の２団地）以上

  ２０,０００円  ３０,０００円ピオーネ（新植から３年間、ただし18年度まで）地域振興
作物等   ２０,０００円  ３０,０００円トマト

  ２０,０００円  ３０,０００円そば

  １０,０００円  ２０,０００円アスパラガス（新植から３年間、ただし18年度まで）

  １０,０００円  ２０,０００円有機無農薬野菜（ＪＡＳ認定要）

  ２０,０００円  ３０,０００円リンドウ（新植から３年間、ただし18年度まで）

  １０,０００円  ２０,０００円トルコキキョウ

  １０,０００円  ２０,０００円菊類

  １０,０００円  ２０,０００円カーネーション

★Ｈ１８新規分  ３０,０００円どじょう池
※ほ場の位置等、十分地域の同意のもとに実施してください。

    ３,０００円  １０,０００円調整水田（水張水田で不作付の状態）生産調整
作物等     ５,０００円  １０,０００円景観形成作物（レンゲ、コスモス、ひまわり、菜の花）

  ５,０００円  １０,０００円地力増進作物（青刈稲、飼料作物、トウモロコシ、えん麦）

１０,０００円  １０,０００円有機無農薬水稲（ＪＡＳ認定要）
売れる米
づくりの推進

    ５,０００円  １０,０００円
３年以上の利用権設定で10ａ以上について借り手
に対して助成、ただし初年度のみ

土地利用
集積に

１０ａ当たりの単価（上限）

平成１８年度水稲作付目標面積

平成１８年度の概要

水稲生産目標数量　７,０４０,００５kg
新見市基準反収　　５２１kg／１０ａ
水稲作付目標面積　１,３５１.２ha
配分方法
　定率配分（ただし、昨年全部転作の人は０.１ａ）
配分率
　６４％（全部転作の人のため、３１.７２ha配分保留）

平
成　

年
度

１８
水
稲
の

生
産
調
整
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ピ
オ
ー
ネ

ピ
オ
ー
ネ
の

　
   
プ
ロ
に
な
ろ
う

　

新
見
と
い
え
ば
ピ
オ
ー
ネ
。
よ

り
一
層
の
ピ
オ
ー
ネ
生
産
振
興
の

た
め
、
新
た
に
ピ
オ
ー
ネ
の
栽
培

に
取
り
組
む
人
を
対
象
に
、
技
術

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
資
格

・
新
た
に
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
を
始
め

る
人
、
ま
た
は
基
礎
技
術
習
得

を
望
む
人
で
、
家
庭
用
で
は
な

く
、
販
売
を
目
的
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
人

・
年
間
通
じ
て
参
加
の
可
能
な
人

・
現
地
集
合
で
き
る
人

■
参
加
費　

無
料

※
一
部
実
費
が
必
要
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
場
所

　

豊
永
「
ピ
オ
ー
ネ
交
流
館
」
周

辺
■
講
師

　

ピ
オ
ー
ネ
栽
培
農
家
、
新
見
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員

■
内
容
（
年
間
六
回
程
度
）

　

年
間
を
通
じ
て
栽
培
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
時
期
に
果
樹
園

に
入
り
、
作
業
実
習
を
行
う
。

　

三
月　
　

植
付
け

　

六
月　
　

花
穂
整
形
、
誘
引

　

七
月　
　

房
づ
く
り
、
袋
掛
け

　

九
月　
　

収
穫
、
出
荷
調
整

　

十
二
月　

土
づ
く
り

　

二
月　
　

せ
ん
定

■
締
め
切
り

　

二
月
二
十
日
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
９
１
７
８
）

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

選挙人名簿の縦覧が
行われます

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、平
成

十
八
年
三
月
二
日
登
録
の
選
挙

人
名
簿
お
よ
び
在
外
選
挙
人
名

簿
、な
ら
び
に
平
成
十
八
年
一
月

一
日
現
在
で
調
製
し
た
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
、次
の

と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、選
挙
人
の
異
議

申
し
出
の
機
会
を
保
障
す
る
た

め
の
も
の
で
、登
録
漏
れ
や
無
資

格
者
の
登
録
、記
載
事
項
の
誤
り

と
い
っ
た
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

選挙人名簿、在外選挙人名簿の縦覧

　■縦覧期間

　　３月３日�～７日�

　　８時３０分～１７時１５分

農業委員会委員選挙人名簿の縦覧

　■縦覧期間

　　２月２３日�～３月９日�

　　８時３０分～１７時１５分

■縦覧場所・問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局（��６１５２）

就
農
準
備
講
座（
ピ
オ
ー
ネ
コ
ー
ス
）

受
講
生
募
集
中

市内公共施設を
　　見学しませんか？

　市内の公共施設を見学して回る市政バス“やま

びこ号”を運行します。

■実施日時　３月２４日� １０：００～１５：３０

■見学コース

　市役所集合【９：５０】→①正田浄化センター→

②げんき広場にいみ→③神郷親子孫水車→④き

らめき広場・哲西→⑤新見保育所→⑥新見美術

館→市役所着【１５：３０】

■対象者　市内在住の人

■募集人員　２５人

　※応募者多数の場合は抽選となります。

■参加費　４００円

　※昼食は各自で用意してください。（きらめき広

場・哲西となりの「道の駅鯉が窪」でとること

もできます。）

■申込方法

　往復はがきに、①住所②氏名③年齢④性別⑤電

話番号を明記し、お申し込みください。

■申込締切日　２月２８日�必着

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８-８５０１ 新見市新見３１０�３

　新見市役所企画課企画広報係

　（��６１１４）

市政バス“やまびこ号”参加者募集
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市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

■入居開始日　平成18年３月１日�予定

■申込方法

　入居希望者は、２月１７日�までに、新見支局都市建設課

または各支局経済建設課に備え付けの用紙でお申し込みく

ださい。

※申し込みに際しては所得制限などがありますので、くわ

しくは各支局にお問い合わせください。

新見支局都市建設課（��６１３１）

大佐支局経済建設課（��２１１３）

神郷支局経済建設課（��６１１３）

哲多支局経済建設課（��２１１３）

哲西支局経済建設課（��２１１３）

問い合わせ先

市営住宅　入居者募集

その他家　　賃募集戸数面積構造規模団　地　名

単身者不可１３,８００円～２２,９００円１６６.９３�中耐３階建３ＤＫ
今　　見

（正　　　田）
市営住宅

単身者不可１４,３００円～２３,７００円１６１.８�中耐３階建３ＤＫ
哲西中央

（哲西町八鳥）

■団地名および募集戸数

■主催　新見市・新見市教育委員会　■問い合わせ先　教育委員会生涯学習課（��６１４７）

陣内智則陣内智則

２ 月 １ ２ 日 （ 日 ）
まなび広場にいみ
大ホールで開催

15：00開場／15：30開演

新
春

企
画

■料金

全席指定席…２,５００円
※チケット完売の際はご容赦ください
ますようお願いいたします。

チケット取扱場所

まなび広場にいみ／家元電器駅前店
／御殿町センター／備北民報社／ブ
ックスフリーウェイ新見店／市内ポ
プラ店／吉田楽器新見店／大佐支
局・神郷支局・哲多支局・哲西支局
／ぎんざやプレイガイド

お
笑
い
芸
人

大
集
合

お
笑
い
芸
人

お
笑
い
芸
人

大
集
合

大
集
合
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人権啓発講演会の
お知らせ

　市民の人権意識の高揚と、差別のない明るい社

会を今一層築くため、人権啓発講演会を開催しま

す。お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

■日　時　３月２５日�　１３：３０～１５：００

■会　場　おおさ総合センター

■講　師　漫才師　島田洋七

■演　題　「人生楽しくてあたりまえ」

■入場料　 無料

■問い合わせ先

　大佐支局市民福祉課（��２１１２）

新見公立短期大学幼児教育学科
第１５回表現発表会

にいみこども フ ェス タ2 0 0 6
お子さまを対象とした催しですが、大人の
人にも楽しんでいただける舞台です。
ご家族おそろいでご来場ください。

■日時　２月２５日�　２回公演

　　　　１０：３０～１２：３０

　　　　１４：３０～１６：３０

　※開場はいずれも３０分前

■場所　まなび広場にいみ大ホール

　※親子室も用意しています。

■入場料　無料

■内容

・劇「うらしまたろう」

・ミュージカル「おおかみと七ひきの子やぎ」

・創作ダンス「あ～そ～ぼ！」

・音楽遊びミュージカル「音はどこへ？」

・その他、歌・手遊びなど

■問い合わせ先

　新見公立短期大学（��０６３４）

■会場　　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１,０００円

■申込方法

　講座名「ワードで文書を作ろう２月・昼の部か夜

の部」または「ビデオ編集講座動画編・１回目か

２回目」、郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、電話

番号を記入して、はがきまたはＦＡＸでお申し

込みください。（電話では受付できません）

■申し込み・問い合わせ

　〒７１８-８５０１　新見市新見３１０－３

　教育委員会生涯学習課

 （��６１４７・ＦＡＸ�６１２０）

●ビデオ編集講座 動画編
■内容
　ウィンドウズＸＰ付属ソフト「ムービーメ
ーカー２」を使った動画編集講座。（２夜
連続で同内容を２回開催）

■対象
　デジタルビデオカメラで撮影した映像をパ
ソコン画面上で編集したい人で、カメラを
持参できる人。パソコンに静止画や音楽を
取り入れることができる人。

■日時
　１回目　２月１４日�、１５日�
　　　　　　１８：３０～２０：３０
　２回目　２月２８日�、３月１日�
　　　　　　１８：３０～２０：３０
■定員　　１０人（多数の場合は抽選）
■申込締切
　１回目　２月１０日�必着
　２回目　２月２１日�必着

●ワードで文書を作ろう（２月）
■内容
　「ワード」で表・図・写真・飾り文字を使った
文書（チラシ）作成に挑戦。（３回連続）
■対象
　パソコンで漢字入力ができ、ワード画面の
マウス操作が多少できる人。

■日時
　昼の部　２月１５日�、１６日�、１７日�
　　　　　　１０：００～１２：００
　夜の部　２月２２日�、２３日�、２４日�
　　　　　　１８：３０～２０：３０
■定員　　２０人（多数の場合は抽選）
■申込締切
　昼の部　２月１０日�必着
　夜の部　２月１５日�必着

まなび広場にいみ主催

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンパソコン講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座講座
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座ビデオ編集講座
パパパパパパソソソソソソココココココンンンンンンパソコン講講講講講講座座座座座座講座
ビビビビビビデデデデデデオオオオオオ編編編編編編集集集集集集講講講講講講座座座座座座ビデオ編集講座
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私
は
、
学
習
塾
を
始
め
て
今
年
で
二

十
一
年
目
を
皆
様
の
お
か
げ
で
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
よ
く
耳

に
す
る
言
葉
に
、「
フ
リ
ー
タ
ー
」
や

「
ニ
ー
ト
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

仕
事
柄
中
学
生
や
高
校
生
の
進
学
や
就

職
な
ど
の
進
路
に
つ
い
て
、
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
と

き
、
い
ち
ば
ん
困
る
の
は
本
人
が
将
来

「
何
に
な
り
た
い
か
」が
決
ま
っ
て
い
な

い
こ
と
で
す
。
中
学
三
年
生
は
と
も
か

く
、
高
校
三
年
生
で
さ
え
、
ま
だ
迷
っ

て
い
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
て

も
、
大
学
生
の
就
職
活
動
を
し
て
い
る

と
き
で
さ
え
、
ま
だ
迷
っ
て
い
た
よ
う

に
思
う
の
で
、
高
校
生
で
は
当
然
か
な

と
も
思
い
ま
す
。
た
だ
、
私
は
幸
運
に

も
教
育
に
携
わ
る
仕
事
が
で
き
、
結
果

的
に
、
今
は
い
ち
ば
ん
よ
い
選
択
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私

は
た
ま
た
ま
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
が
、
中

学
生
・
高
校
生
に
対
し
誤
っ
た
選
択
を

し
な
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
与
え
て
、

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
有
意

義
な
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

『若者の将来について』

 山  本 　 耕 祐   さん［新見・46歳・学習塾経営］
やま もと こう すけ

実
に
向
け
た
努
力
を
重
ね
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
、
四
月
か
ら
常
勤

の
専
門
医
師
一
名
を
派
遣
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

受
け
入
れ
先
と
な
る
新
見
中
央
病
院

と
調
整
中
で
す
が
、
週
五
日
診
療
と

な
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
要
望
が
あ
る
二
十

四
時
間
受
け
入
れ
可
能
な
小
児
科
病

院
の
開
設
や
、
小
児
科
専
門
医
の
確

保
に
つ
い
て
で
す
が
、
二
十
四
時
間

体
制
に
は
最
低
で
も
専
門
医
が
四
人

必
要
の
た
め
、
大
変
厳
し
い
の
が
現

状
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
今

後
の
重
要
な
課
題
で
す
の
で
、
努
力

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

■
健
康
づ
く
り
課

小
児
科
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

で
す
が
、
週
五
日
は
常
駐
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。（匿

名
・
男
性
）

答
小
児
医
療
に
お
い
て
は
、
全

国
的
に
も
専
門
医
が
少
な

く
、
今
後
全
国
で
も
約
二
千
人
の
増

員
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
小
児
科
を
標
榜
さ
れ
て

い
る
病
院
・
診
療
所
七
か
所
の
内
、

小
児
科
専
門
医
に
よ
る
診
療
は
新
見

中
央
病
院
の
み
で
、
派
遣
医
師
に
よ

り
週
三
日
と
隔
週
土
曜
日
の
午
前
中

に
診
療
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

そ
う
し
た
中
、
市
で
は
以
前
か
ら

小
児
医
療
の
重
要
性
を
認
識
し
、
充

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●提案＆お便りの送り方
・１月号で配布した専用用紙または
官製はがきに、①提案②住所③氏
名④年齢⑤電話番号を書いてお送
りください。
・専用用紙は、折りたたむと封書に
なります。切手をはらずにポスト
に入れてください。（今年の３月
末まで使用できます）
・旧新見市で平成１６年度に配布した
専用用紙は使用できませんので、
ご注意ください。
・ファックス、電子メールでも受け
付けています。ファックス、電子
メールも「提案＆お便り」係に届
きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　７２－６２４３
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp
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Howdy,
　 I was born in Fiji and moved to Australia when I was 10. We were in Niimi last 
year and it is so great to come back again, as we enjoy Niimi and the people very 
much. 
The reason why we love Japan, in general, is that it is one of the few countries 
today that has not been 'westernised' to its core. Japanese traditions, values, 
rituals and festivals are still prevalent in everday life and my husband and I love 
being a part of this. Especially in Niimi, the traditional Japanese politeness, 
hospitality, kindness and generosity is second to none.
　In Australia the natives of the country were almost all killed and so there isn't a 
distinctive 'Australian culture. Australia doesn't have one unified identity, whereas 
generally, Japan does.
　In Fiji, the majority of people are either Fijian or Indian, so there is a lot of cultural 
diversity, but the society has been eroded by 'western culture and values. So, the 
traditional Fijian or Indian culture, rituals and festivals is not prevalent. 
　I also love the political conversations that I have with some of my teachers. In 
Australia, talking about politics can often turn into a fight!
Have a great year. Ganbaru! Regards Zelinda　

　どうも！私はフィジー諸島共和国で生まれ、１０歳の時にオーストラリアに移り住みました。
昨年度新見に住んでいて、一度帰国した後、また新見に戻ってこれたのでとてもうれしい
です。新見の人はみんなすばらしいです。
　日本をこよなく愛する理由として、この国は心の底までは“西洋化”されていないからで
す。日本の伝統、価値観、習慣そして祭りなどは、ごく普通の日常生活の中にあり、私の夫も
私もこの一部になれることが大好きです。特に新見では、伝統的な礼儀、もてなし、親切心
や寛大さは、どこよりもすばらしいと思います。
　オーストラリアでは、先住民たちはほとんど殺されたので、独自のオーストラリア文化は
存在しません。日本のような統一された独自性は、オーストラリアにはないのです。
　フィジーでは、ほとんどの人はフィジー系かインド系で多くの文化がありますが、社会は
西洋の文化と価値観に侵食されています。だから伝統的なフィジーやインドの文化、習慣
や祭りは広まっていないのです。
　私は同僚の先生たちと、政治の話をするのが好きです。オーストラリアでは政治の話を
するとよく喧嘩になるんですけどね！
　よい年にしましょう。かんばる！ ゼリンダ　

　

こ
ん
に
ち
は
。
懐
か
し
い
同
級
生
か
ら
の

電
話
で
、
風
の
便
り
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
化
学
系
の
会
社
で
技
術
畑
を
歩
き
、

転
勤
族
で
、
水
質
の
悪
い
東
京
、
大
阪
、
福

岡
や
、
製
紙
工
場
が
多
く
空
気
の
悪
い
富
士

市
に
住
み
、
う
ま
い
水
や
、
き
れ
い
な
空
気

の
環
境
で
生
活
す
る
こ
と
が
最
大
の
贅
沢
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
は
、
環
境
省
の
名
水
百
選
に
選
ば

れ
た
名
水
が
四
か
所
あ
り
ま
す
。
熊
本
市
は

人
口
約
六
十
七
万
人
で
、
市
民
の
使
用
す
る

水
は
、
全
て
阿
蘇
伏
流
水
の
地
下
水
を
使
用

し
、
全
国
で
も
例
を
み
な
い
水
に
贅
沢
な
市

で
す
。
近
く
を
流
れ
る
加
勢
川
は
、
水
前
寺

公
園
内
の
湧
水
が
神
水
湧
水
群
の
水
を
集
め
、

上
江
津
湖
、
下
江
津
湖
を
流
れ
、
不
知
火
海

に
そ
そ
ぎ
、
神
水
湧
水
群
地
帯
で
は
、
夏
の

夜
ホ
タ
ル
が
と
び
ま
す
。

　

子
供
の
頃
、
農
作
業
に
汗
を
流
し

ま
し
た
が
、
六
人
の
孫
た
ち
が
熊
本

市
を
ふ
る
里
と
言
え
る
様
、
天
気
の
良
い
日

は
、
上
江
津
湖
の
水
辺
の
清
掃
や
草
刈
り
を

始
め
て
五
年
目
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
肥
後

の
水
資
源
愛
護
賞
を
貰
い
ま
し
た
。
神
郷
に

は
毎
年
帰
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

熊本県熊本市

 柴  田 　 浩 志   さん（６５歳）
し ばた ひろ し

神郷釜村出身
元化学会社取締役技術部長

ゼリンダ
 シャロッ

ク

オース
トラリ

ア・シ
ドニー

出身。

外国語
指導助

手とし
て思誠

小、

刑部小
、塩城

小、下
熊谷小

、田

治部小
、布瀬

小に勤
務。

●第11通●★
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腕とスピードを競う
◆市長杯スキー・スノーボード大会

　１月２２日、千屋花見のいぶきの里スキー場で、「第３７

回新見市長杯スキー大会・第３回新見市長杯スノー

ボード大会」が開催され、県内外から１２０人が参加しま

した。この日は天候にも恵まれ、絶好のゲレンデコン

ディションの中、選手たちは８００メートル先のゴール

を目指し腕とスピードを競いました。大迫力の滑り

に、見物していたスキー客からは惜しみない声援や拍

手が送られていました。

８５人が健脚競う
◆新春ロードレース大会

　１月３日、「第２９回新春ロードレース大

会」が開催されました。まなび広場にいみ

をスタートし市街地を走るコースで、小

学生から大人まで９つの部門に８５人が参

加しました。選手たちは雪のちらつく中、

沿道の人からの声援を受けながら、力強

くコースを走り抜けました。また、ゴール

付近では選手や応援の人たちに、温かい

甘酒や豚汁が振る舞われました。
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チームワークを発揮
◆スポーツ少年団交歓交流大会

　１月２２日、市民体育館で「第２０回新見市スポー

ツ少年団交歓交流大会」が開催されました。市内

のスポーツ少年団から児童ら約７００人が参加し、

綱引きと長なわとびを行いました。日頃の練習で

培った体力とチームワークで競技に望み、応援の

保護者からは大きな声援が送られていました。綱

引きの部では高尾Ａチームが第１位を、長なわと

びの部では草間台Ａチームが１３４回を跳んで最優

秀賞を獲得しました。

副知事と落語家が講演
◆男女共同参画社会づくりフォーラム

　１月１５日、まなび広場にいみで「男女共同参画

社会づくりフォーラム」が開かれ２００人が参加しま

した。内野淳子岡山県副知事の講演「男女共同参

画社会の実現に向けて」に続き、落語家の桂文喬

さんが「笑顔いつも心に！」と題し、男性の家事

への参加について自分の経験談を基におもしろお

かしく話し、会場を沸かせていました。

安全を確認
◆三室川ダム試験湛水

　県が神郷油野地内に建設している三室川ダム

で試験湛水が行われました。これは春の竣工に

向けて、昨年からダム湖に水をためて安全を確

認する試験を継続していたも

ので、１月２２日にサーチャージ

水位（洪水時にダムが洪水調節

をして水をためる際の最高水

位）に達した水が、 堰堤 を越え
えんてい

てあふれました。今後３月末

にかけてゆっくりと通常の水

位まで戻し、竣工式を迎える予

定です。
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花
粉
症
治
療
で
は
、
花
粉
の
飛

び
始
め
る
二
週
間
位
前
か
ら
症
状

を
抑
え
る
薬
（
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

剤
）
の
服
用
を
始
め
、
シ
ー
ズ
ン

中
も
継
続
す
る
と
よ
り
高
い
効
果

が
期
待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
症
状
が
悪
化

す
る
と
薬
が
効
き
に
く
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
症
状
が
軽
い
う
ち

に
薬
を
使
い
始
め
る
と
花
粉
の
飛

散
量
が
多
く
な
っ
た
時
期
で
も
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
く
、
そ
の
シ

ー
ズ
ン
の
症
状
を
軽
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

自
己
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

な
る
べ
く
花
粉
が
体
に
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
や
注
意

が
必
要
で
す
。
油
断
は
大
敵
。
症

状
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

◆
花
粉
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　

花
粉
情
報
に
注
意
し
て
花
粉
の

多
い
日
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
避

　

花
粉
症
と
は

　

花
粉
症
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、
ブ

タ
ク
サ
な
ど
の
花
粉
が
原
因
と
な

っ
て
、
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
な
ど
の

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起
こ
す
病
気

で
、
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
約
六
十
種
類
の
植

物
が
花
粉
症
を
引
き
起
こ
す
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
症
状
は
、
鼻
の
症

状
（
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま

り
）、
目
の
症
状
（
か
ゆ
み
、
涙

目
、
充
血
な
ど
）
が
多
く
、
そ
の

他
に
喉
の
か
ゆ
み
、
皮
膚
の
か
ゆ

み
、
熱
っ
ぽ
い
感
じ
な
ど
の
症
状

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
を
軽
く
し
よ
う

　

く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
・

涙
目
…
。
つ
ら
い
季
節
を
少
し
で

も
快
適
に
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

早
め
の
対
処
が
必
要
で
す
。

ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 花粉症について

け
ま
し
ょ
う
。
一
日
の
う
ち
飛
散

の
多
い
時
間
帯
は
、
午
後
一
時
か

ら
三
時
ご
ろ
で
す
。

◆
外
出
時
は
完
全
防
備

　

帽
子
、
眼
鏡
、
マ
ス
ク
、
マ
フ

ラ
ー
を
身
に
つ
け
て
出
か
け
ま
し

ょ
う
。
コ
ー
ト
は
表
面
が
ツ
ル
ツ

ル
し
た
素
材
の
も
の
が
い
い
で
し

ょ
う
。

◆
玄
関
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

　

衣
服
な
ど
に
つ
い
て
い
る
花
粉

は
玄
関
で
き
ち
ん
と
落
と
し
て
、

な
る
べ
く
室
内
に
持
ち
込
ま
な
い

工
夫
が
大
切
で
す
。

◆
ド
ア
、
窓
を
閉
め
る

　

花
粉
の
飛
散
の
多
い
時
は
、
窓

や
戸
は
で
き
る
だ
け
閉
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
洗
濯
物
や
布
団
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う

　

洗
濯
物
や
布
団
に
花
粉
が
付
着

し
て
い
る
と
、
寝
て
い
る
間
に
も

症
状
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
掃
除
は
こ
ま
め
に

　

注
意
を
し
て
い
て
も
、
や
は
り

室
内
に
花
粉
は
侵
入
し
て
き
ま

す
。
掃
除
を
こ
ま
め
に
す
る
よ
う

今
年
も
花
粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

早
め
の
対
策
で
、辛
い
花
粉
症
の
時
期
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。●献血

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

支局受付時間会　　場曜日月　日

神郷
１０：００～１０：３０

新 郷 市 民 セ ン タ ー
（旧：役場新郷支所）

月３月１３日
１１：３０～１２：３０神 郷 保 健 セ ン タ ー

新見１４：３０～１６：００新 見 郵 便 局

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
病
と
も
言
わ
れ
る
花
粉
症

で
す
が
、
治
療
と
自
己
管
理
を
き

ち
ん
と
行
い
、
症
状
を
緩
和
し
て

つ
ら
い
季
節
を
す
こ
し
で
も
楽
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
づ
く
り
課
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療診療時間はいずれも

午前9時から午後5時までです。

【担当病院・医院】

【内科】
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

【歯科】
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

高尾高西町
介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日（祝祭日を除く）
診療時間：１９時～２１時　診療科目：内科、小児科

２月５日（日）

��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－５２－１１３３落合病院（内・外）真庭市

�０８６７－６６－３０４１石賀医院（内）真庭市

２月１１日（土）

��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－６２－２２２１湯原温泉病院（内・外）真庭市

�０８６７－５２－３４５６杉江医院（外）真庭市

２月１２日（日）

��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－２１８０日伝医院庄原市

�０８６７－５５－２１２１河本病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２１３３人見医院（内）真庭市

２月１９日（日）

��２１２３渡辺病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－４４－３１６１勝山病院（内・外）真庭市

�０８６７－５２－２２３３高田医院（外）真庭市

２月２６日（日）

��３１０５長谷川紀念病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－５２－１１９１金田病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２４０３宮島医院（内）真庭市

●健康相談

※なお、新見支局（新見市保健福祉センター）では随時行っ
ています。

支局受付時間会　　場曜日月　日

哲西

９：３０～１５：００

哲西支局市民福祉課相談室金２月３日

大佐おおさ総合センター水２月８日

神郷神郷保健センター金２月１７日

哲多哲多総合センター火２月２８日

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１４年７月生１３：００～１３：３０保健福祉センター水２月１５日

●2歳6 ヶ月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年７月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火２月７日

●1歳6 ヶ月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年７月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月２月２０日

●乳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年４月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火２月１４日

●離乳食教室
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年１０･１１月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月２月２７日

（変更前）２月６日（月）→（変更後）２月９日（木）
対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳

●ひよこクラス ※日程が変更になっています。
時　　間会　　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００保健福祉センター木２月９日
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

い
ま
す
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予

防
か
ら
」を
合
い
言
葉
に
手
洗
い
、

う
が
い
を
心
が
け
、
寒
い
冬
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
方
法

・
人
ご
み
は
で
き
る
だ
け
避
け
、

外
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
、
う

が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
十
分
な
睡
眠
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
な
ど
健
康
管
理
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

■
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

・
受
診
の
際
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
以
前
に
医
療
機
関
で
処
方
さ

れ
、
家
に
残
っ
て
い
る
解
熱
剤

な
ど
は
使
用
し
な
い
で
、
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

 　

（
�
�
６
１
２
９
） 

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務

に
従
事
し
て
い
た
労
働
者

の
方
へ

　

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従

事
し
て
い
た
労
働
者
の
人
に
つ
い

て
は
、
将
来
、
原
発
性
肺
が
ん
、

中
皮
腫
な
ど
の
健
康
被
害
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
発
性
肺
が
ん
お
よ
び

中
皮
腫
と
も
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
て

か
ら
発
症
ま
で
の
期
間
が
非
常
に

長
く
、
原
発
性
肺
が
ん
で
十
五
〜

四
十
年
、
中
皮
腫
で
二
十
〜
五
十

年
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

原
発
性
肺
が
ん
や
中
皮
腫
を
発

症
し
て
お
り
、
そ
れ
が
業
務
に
よ

り
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、疾
病
の
治
療
に
必
要
な
補
償
、

賃
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
の
補

償
、
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
遺
族

に
対
す
る
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
災
補
償
課

　

（
�
０
８
６
�
２
２
５
�
２
０

１
９
）

　

新
見
労
働
基
準
監
督
署

　

（
�
�
１
１
３
６
）

�　

世
紀
職
業
財
団 

２１
岡
山
事
務
所
か
ら
ご
案
内

【
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

岡
山
（
情
報
提
供
無
料
）】

　

県
内
の
育
児
・
介
護
・
家
事
代

行
の
情
報
を
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
育
児
情
報
…
公
立
・
私
立
保
育

所
・
幼
稚
園
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

・
介
護
情
報
…
高
齢
者
向
け
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
民
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
な
ど

・
家
事
代
行
情
報
…
家
政
婦（
夫
）

紹
介
所
な
ど

■
開
設
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　

九
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

※
祝
日
を
除
く

■
電
話
番
号
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
（
�
０
８
６
�
２
２
７
�
２
０
２

０
・h

ttp://w
w

w
.２
０
２
０

n
et.j

p

）

【
再
就
職
希
望
登
録
者
募
集
】

　

育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ

て
、
も
う
一
度
働
き
た
い
あ
な
た

の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
。

■
支
援
内
容

・「
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」（
自

分
の
適
正
診
断
、
履
歴
書
や
職

務
経
歴
書
の
書
き
方
、
再
就
職

体
験
談
や
意
見
交
換
な
ど
）
へ

の
参
加
案
内
（
託
児
有
）

・
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
お
よ

び
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
内

容
の
情
報
誌
「R

e・
B

e

（
リ
・

ビ
ー
）」
を
年
三
回
提
供

・
再
就
職
準
備
に
つ
い
て
の
「
個

別
相
談
」

■
問
い
合
せ
先

　

�　

世
紀
職
業
財
団
岡
山
事
務

２１
所

　

（
�
０
８
６
�
２
２
７
�
２
０

２
１
）

子
育
て
支
援
「
お
か
や
ま
緊
急
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
利
用

会
員
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集
中

　

働
く
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

育
児
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
緊
急
に
一
時
的
に
子
ど

も
を
預
け
た
い
労
働
者
と
、
そ
の

おおおおおおおお

しししししししし

らららららららら

せせせせせせせせ

お

し

ら

せ



I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

27 市報にいみ 第１１号
February 2006

おしらせ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
」

　

（
�
０
８
６
�
２
５
３
�
１
０

９
９
）

岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
愛
称
募
集
中

　

第
五
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
地
元
で
開
催
さ
れ
、
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
県
民
の
理

解
と
認
識
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、「
岡
山
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
県
民
に
親

し
み
の
あ
る
大
会
と
し
て
定
着
す

る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
人

■
応
募
要
領

○
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、性

別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
人
何
編
で
も
応
募
可
能

・
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
る

・
作
品
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
る

■
締
め
切
り

　

三
月
六
日
�
必
着

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
七
〇
〇
�
八
五
七
〇　

岡
山

市
内
山
下
二
�
四
�
六

　

岡
山
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉

課
内
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
３

４
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
�
２
２

４
�
６
５
２
０
・
電
子
メ
ー
ル

sh
oh

u
k

u
@

pref.ok
ayam

a.j
p

）

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
の

療
育
相
談
検
診
会
に
つ
い
て

　

県
内
在
住
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
患
者
（
児
）
お
よ
び
そ
の
疑
い

の
あ
る
人
、
そ
の
家
族
（
介
護
者
）

な
ど
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
療

育
相
談
検
診
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

三
月
十
八
日
�

　

十
時
〜
十
四
時

※
受
付
は
九
時
三
十
分
〜
十
三
時

■
場
所

　

都
窪
郡
早
島
町
早
島
四
〇
六
六

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

王
山
荘

　

（
�
０
８
６
�
４
８
２
�
１
１

２
１
）

■
そ
の
他

　

相
談
・
検
診
は
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
七
一
六
�
〇
〇
四
一　

高
梁

　

市
上
谷
町
四
三
五
七
�
三

　

社
団
法
人
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

　

ィ
ー
協
会
岡
山
県
支
部

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
０
１

２
０
・
電
子
メ
ー
ルfku

u
@

m
x

１
.tiki.n

e.jp
）

子
ど
も
を
預
か
る
専
門
技
能
を
も

つ
サ
ポ
ー
タ
ー
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
を
登
録
し
、
両
者
の
間
を

取
り
持
つ
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
会
員
と
サ
ポ
ー
ト

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
す
る
に
は

　

利
用
者
（
子
ど
も
を
預
け
た
い

人
）
お
よ
び
サ
ポ
ー
タ
ー
（
預

か
る
人
）
は
共
に
会
員
登
録
が

必
要
で
す
。

■
会
員
条
件

【
利
用
会
員
】

　

県
内
に
居
住
す
る
人
で
、
共
働

き
・
働
く
一
人
親
の
人

【
サ
ポ
ー
ト
会
員
】

　

県
内
に
居
住
す
る
人
で
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で

き
る
人
（
有
資
格
者
歓
迎
）

※
有
資
格
者
と
は
、
看
護
師
、
保

育
士
、
助
産
師
な
ど
で
す
。

■
サ
ポ
ー
ト
内
容

○
緊
急
時
の
一
時
預
か
り（
病
児
・

病
後
児
、
宿
泊
出
張
な
ど
）

○
サ
ポ
ー
ト
対
象

　

生
後
三
か
月
〜
小
学
生
ま
で

○
受
付
時
間　

九
時
〜
十
七
時

○
利
用
料
金

　

一
時
間
七
百
円
（
深
夜
・
複
数

預
か
り
の
場
合
割
引
あ
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
七
〇
〇
�
〇
〇
八
六　

岡
山

市
津
島
西
坂
一
�
四
�
一
八

　

�
岡
山
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

内
「
お
か
や
ま
緊
急
サ
ポ
ー
ト

◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36,847人（－３１人）
　　　男　17,551人（－１６人）
　　　女　19,296人（－１５人）
　出生…２０人　　転入…３８人
　死亡…４４人　　転出…４５人
　　　世帯数　12,732世帯（＋４世帯）
　（平成１７年１２月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■固定資産税・都市計画税＜４期＞
■国民健康保険税＜８期＞
■介護保険料普通徴収
　（納付書で納める場合）＜８期＞

■納付期限／2月28日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料
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おしらせ

岡
山
天
体
物
理
観
測
所 

特
別
天
体
観
望
会
の
ご
案
内

　

国
立
天
文
台
岡
山
天
体
物
理
観

測
所
は
、
国
内
最
大
級
の
百
八
十

八
セ
ン
チ
反
射
望
遠
鏡
に
よ
る
特

別
天
体
観
望
会
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
土
星
を
観
測
し
ま
す
。

肉
眼
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

大
迫
力
の
星
空
を
望
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時

　

三
月
十
一
日
�

　

約
二
時
間
半
程
度
予
定

※
ふ
も
と
の
集
合
場
所
か
ら
、
三

班
編
成
の
班
ご
と
に
送
迎
バ
ス
で

移
動
し
ま
す
。

①
一
班　

十
九
時
出
発

②
二
班　

十
九
時
四
十
分
出
発

③
三
班　

二
十
時
二
十
分
出
発

■
場
所

　

岡
山
天
体
物
理
観
測
所
・
岡
山

天
文
博
物
館

■
対
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
必
ず
保
護
者
同
伴

■
定
員　

百
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、

・
申
込
人
数

・
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

連
絡
先
電
話
番
号

・
希
望
す
る
班
の
番
号
（
①
、
②
、

　

③
、
い
ず
れ
も
可
は
④
）

　

を
必
ず
ご
記
入
の
上
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
申
込
人
数
は
は
が
き

一
枚
に
つ
き
五
人
ま
で
で
す
。

■
応
募
締
切

　

二
月
十
七
日
�
必
着

※
結
果
は
二
月
末
ま
で
に
連
絡
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
七
一
九
�
〇
二
三
二　

浅
口

郡
鴨
方
町
大
字
本
庄
三
〇
三
七

�
五

　

国
立
天
文
台
岡
山
天
体
物
理
観

測
所

　

（
�
０
８
６
５
�
４
４
�
２
１

５
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
５
�
４

４
�
２
３
６
０
・h

ttp://w
w

w
.

oao.n
ao.ac.jp/

）

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト　

岡
山

in

　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
が
岡
山

に
や
っ
て
来
ま
す
。
呉
音
楽
隊
は

一
九
五
六
年
に
創
設
さ
れ
、
呉
基

地
を
拠
点
に
和
歌
山
県
か
ら
中

国
、
四
国
地
方
と
九
州
の
一
部
を

含
む
広
い
範
囲
で
活
動
し
て
い
ま

す
。　

「
ス
マ
ー
ト
で
さ
わ
や
か
な

音
楽
隊
」
の
感
動
的
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
演
奏
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　

二
月
二
十
六
日
�

　

十
五
時
〜

■
会
場　

岡
山
市
民
会
館

■
主
催

　

岡
山
県
防
衛
協
力
連
合
会

■
入
場
料　

無
料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
連
絡
部
高
梁

募
集
事
務
所

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
２
３

１
４
）

「
あ
る
あ
る
！
備
中
探
検
隊
」 

〜
備
中
文
化
の
創
造
と
交
流
〜

　

岡
山
県
備
中
県
民
局
で
は
、
倉

敷
チ
ボ
リ
公
園
で
、
雪
遊
び
や
地

酒
な
ど
、
備
中
エ
リ
ア
の
魅
力
を

紹
介
す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
チ

ボ
リ
公
園
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
間
中
、
新
見
市
民
の

人
は
、
市
内
在
住
・
在
職
を
証
明

で
き
る
も
の
を
園
外
チ
ケ
ッ
ト
売

り
場
で
ご
提
示
い
た
だ
く
と
、
入

園
料
が
一
人
五
百
円
に
な
り
、
と

て
も
お
得
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
備
中
県
民
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（h

ttp://w
w

w
.pref.okaya

m
a.jp/bich

u
/tivoli1.h

tm
l

）

■
期
間

　

二
月
二
十
四
日
�
〜
二
十
六
日
�

■
問
い
合
わ
せ
先

　

倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
８
６
�
４
３
４
�
１
１

１
１
）

宝くじ助成金で地域づくりに一役

熊野の将来を考える会
漆細工機器

哲多町ふる里振興協議会
イベント用テント

　地域の健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広
報を行うこととし、宝くじの助成金を活用して「熊野
の将来を考える会」が漆細工機器を、「哲多町ふる里振
興協議会」がイベント用テントなどを整備しました。
　漆細工や地域のイベントを通じて、世代間や地域間
の交流がますます盛んになり、コミュニティ活動の活
性化が期待されます。

■問い合わせ先　企画課企画政策係（��６１１４）
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茶
道
は
古
く
は
茶
の
湯
と
呼
ば
れ
、
明
治

時
代
以
降
茶
道
と
い
う
呼
称
が
一
般
化
し
ま

し
た
。
茶
の
湯
と
は
本
来
抹
茶
を
飲
み
楽
し

む
こ
と
で
、
そ
れ
を
楽
し
む
た
め
に
、
お
茶

道
具
を
楽
し
む
工
芸
の
文
化
、
抹
茶
と
と
も

に
い
た
だ
く
和

菓
子
や
茶
懐
石

な
ど
の
食
文
化
、

さ
ら
に
茶
室
や

露
地
な
ど
の
住

ま
い
の
文
化
と

点
前
作
法
な
ど
、

様
々
な
生
活
文

化
が
発
達
し
ま

●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００水２/１

木２

●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷）  １０：００～１５：００金３

●源流自然学校「辰野勇と行く二子山スノー
シュートレッキングとかまくらキャンプ」（５日
まで）
　大井野地域  １２：３０～１７：００

土４

日５

月６

●心配ごと相談
　きらめき広場・哲西  １０：００～１５：００火７

●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００水８

●交通事故相談  山村開発センター  １０：３０～１５：００木９

金１０

●友・遊いきいきミニサッカー
　新見市民体育館  ８：３０～１６：００土１１

●第１０回岡山県雪合戦記念大会・第５回西日本
ジュニア大会  新見千屋温泉いぶきの里  ８：００～日１２

●心配ごと相談
　交流センター（永富） １０：００～１５：００月１３

火１４

●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●法律相談（要予約）
　総合福祉センター  １０：００～１５：００
●合同相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００

水１５

木１６

金１７

土１８

日１９

月２０

火２１

●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●独身男性セミナー
　保健福祉センター（金谷）  １８：００～２２：００

水２２

木２３

金２４

●これからのライフスタイル講座
　まなび広場にいみ  １４：００～１６：００  土２５

日２６

月２７

 火２８

●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●一日消防署長委嘱式  新見消防署  ８：３０～
●にいみ雛まつり（５日まで）
　大池邸、御殿町センター １０：００～１７：００

水３/１

木２

●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター (金谷)  １０：００～１５：００金３

●これからのライフスタイル講座
　まなび広場にいみ  １４：００～１６：００  土４

 日５

月６

●心配ごと相談
　きらめき広場・哲西  １０：００～１５：００ 火７

行事予定 22月月・・33 月月

新
見
美
術
館
開
館　

周
年
記
念　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
パ
ー
ト
Ⅲ

１５

茶
道
具
名
品
選

　

同
時
開
催　

近
現
代
の
日
本
洋
画

■新見美術館（��７８５１）休館日：月曜日

２月３日(金)～
４月23日(日)
まで開催

新
美術

見
館

書図 館
などの制作ボランティア、図書
などの整理ボランティアを募集
しています。また、新見ブック
スタートの会の会員を募集して
います。くわしくはお問い合わ
せください。
●哲西図書館（��２１１０）
　こども映画会
　　２月１１日�　１４：００～
　　　「Mr.インクレディブル」
　おはなし会
　　２月２５日�　１４：００～
　■休館日　なし
　※図書館利用者のための乳幼児
一時あずかりは、第１・第３火
曜日の１０：００～１２：００

●おおさ総合センター図書コーナー
　（��２３０４）
　■休館日　毎週月曜日
●やまびこ広場神郷図書コーナー
　（��６１１０）
　■休館日　毎週木曜日・２８日

●新見図書館（��２８２６）
　ブックスタート
　　２月１４日�　乳児健康診査後
　　　会場：保健福祉センター
　　　　　　（金谷）２階
　　　対象：乳児（平成１７年４月

出生児）と保護者
　こども映画会
　　２月１８日�　１４：００～
　　　アニメ「みんなのもり」
　わらべうたであそぼう
　　２月１８日�　１４：３０～
　　　伝承のわらべ歌で体を動か

しながら楽しく歌おうよ！
　早春特別大衆歴史講座第１回目
　　２月２１日�　１３：００～
　　　内容：「歯ぎしりしなかっ

た世話女房　山内一
豊の妻　千代」

　　　講師：石本彰（元岡山大学
教育学部委託講師）

　■休館日　６日・１２日・１３日・
２０日・２４日・２７日

　※新見図書館では、おはなし実
演ボランティア、紙芝居・影絵

し
た
。

　

本
展
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
の
第

三
弾
と
し
て
お
茶
道
具
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

水
指
、
茶
碗
、
釜
、
茶
杓
、
茶
入
、 

棗 
な
ど

な
つ
め

の
名
品
四
十
点
余
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、
児
島
虎
次
郎
、

小
林 
和  
作 
か
ら
笠
井
誠
一
、
小
杉 
小  
二  
郎 
ら

わ 

さ
く 

こ 

じ 

ろ
う

近
代
か
ら
現
在
活
躍
中
の
洋
画
家
の
作
品
も

併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

樂覚入     《赤楽茶碗 銘 三昧 》
らくかくにゅう さんまい

●観覧料　一般…４００円　中高生…２５０円　小学生…１５０円
※ただし、市内の小中学生は無料

　

２
月
３
日
〜
４
月　

日
ま
で
、
新
見
市
が
本

23

年
度
購
入
し
た
平
山
郁
夫
画
伯
作
「
薬
師
寺
の

夕
」
を
特
別
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。



この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

古紙パルプ配合率１００％
再生紙を使用しています。

★３月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、２月１５日までに企画課企画広報係（��６１１４）にご一報ください。

今今
月月
、、
満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す

満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね
て
ね 
！！
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こちら
編集室

今月の表紙

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　��6114

■ホームページ
　http://www.city.niimi.okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

平成１８年２月１日　No.１１

●早く温かい春がきてほしいものですが、

花粉症の人にとっては辛い時期の始まりで

もあります。今年のスギ花粉は例年より少

なく、飛散開始も少し遅めとのことです。

毎年のことですが、花粉に敏感な人は、飛

散開始日の前に早めに対策を取ることが必

要です。今月号のはつらつ健康ひろばに対

処法などを掲載していますので、ぜひ参考

にしてみてください。

●新見市成人式
　１月２日、合併後初めての成人式がまなび

広場にいみで開かれ３３９人が参加しました。

式典後は、石垣市長との意見交換や、中学校

の恩師によるビデオレター上映などのイベン

トが、新成人や市民で組織する実行委員会に

より行われました。参加者たちは華やかな振

り袖やスーツに身を包み、大人としての決意

を新たにしていました。

 渡  辺   乃 亜   ちゃん

わた なべ の あ

（金谷／２・２７生）
 石  橋   奈 々   ちゃん

いし ばし な な

（西方／２・２７生）
 松  永   佳 純   ちゃん

まつ なが か すみ

（下熊谷／２・２３生）

 植  田   青羽 ちゃん
うえ だ じょうは

（豊永佐伏／２・１５生）
 西  村   太 志   ちゃん

にし むら たい し

（高尾／２・９生）
 敦  田   和 奏   ちゃん

あつ た わか な

（哲多町成松／２・９生）

 中  嶋   礼 果   ちゃん

なか しま あや か

（哲西町畑木／２・２生）

 山  本   修  大   ちゃん

やま もと しゅう た

（西方／２・１５生）

 皮  田   七 海   ちゃん

かわ た なな み

（哲西町大野部／２・２生）

 佐  久  本  大   ちゃん

さ く もと だい

（高尾／２・６生）
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